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北勢国道事務所は、北勢・伊賀地域の道路整備を通して、道路交通渋滞の緩和や道路交通事故の削

減だけでなく、企業活動の向上、物流の効率化、観光活性化等、幅広く地域に貢献を図り、「活力あ

る社会」「ストック効果の最大化」「安全・安心」を実現します。 

 

道路事業の目標 

北勢地域の、更なる発展のために次の三つを目標に定め、この実現に努めます。これにより、三重

県の『みえ県民力ビジョン』を支援します。 

 

暮らしや産業を支える活力ある社会の形成 

都市部に集中する通勤や沿岸部の物流交通等により発生する慢性的な道路交通渋滞を緩和し、 

活力ある社会の実現に向け、道路ネットワークの構築を効率的に進めます。 

● 高規格幹線道路ネットワークの形成 

・ 国道475号東海環状自動車道：北勢地域の高速アクセスの向上 

● 広域的ネットワークを支援し、都市の骨格となる道づくり 

・ 国道1号北勢バイパス：四日市都市圏の渋滞緩和 

・ 国道1号桑名東部拡幅：伊勢大橋の架け替えと渋滞緩和 

・ 国道1号関バイパス ：亀山ＩＣ周辺の渋滞緩和 

 

 

 

道路ネットワークの強化による、ストック効果の拡大 

北勢地域は日本有数のものづくりの地域であり、自動車産業や航空機産業の集積地です。道路ネッ

トワークの強化による企業活動の向上、物流の効率化、観光活性化など幅広く地域に貢献し、北勢

地域を盛り上げます。 

 

 

安全・安心できる暮らしの確保 

安全・安心な暮らしの実現に向け、交通事故対策や道路施設の耐震強化及び防災対策を進めます。

● 安心・安全な道路づくり 

・ 国道25号名阪国道：亀山・伊賀・山添・奈良地域の道路交通の安全・安心の向上 

 

 

 

 

 

道路整備を通じて更に活気のある地域へ 
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１．北勢国道事務所の概要 

  

北勢
ほくせい

国道事務所は、国道1号、25号、475号の3路線、約107kmの整備事業（交通安全関係等を含

む）を担当するとともに、国道25号名阪
めいはん

国道（延長56.2km）の管理を担当しています。 

高規格道路ネットワークを形成する高規格幹線道路の国道475号東海
とうかい

環状
かんじょう

自動車道（三重・岐

阜県境～四日市
よ っ か い ち

市）、及び広域的なネットワークの形成を図る国道1号北勢
ほくせい

バイパスと関
せき

バイパス

の整備、国道1号桑名
く わ な

東部
と う ぶ

拡幅
 

の整備を推進しています。 

また、交通事故や老朽化する道路施設に対応するため、国道25号名阪
めいはん

国道（三重県及び、奈良

県の針
はり

ICまで）のインター改良等の交通安全対策及び橋の耐震補強等を推進するとともに、日常

の維持管理、損傷した施設の修繕を行っています。 
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２．事業箇所及び事業費 

 

箇  所  名 
事業延長

(km)

事  業  費 
区     間 

H29年度 H30年度 伸率

国道1号桑名
く わ な

東部
と う ぶ

拡幅 3.9 2,663 940 0.35
桑名市
く わ な   

長島町
ながしまちょう

又
また

木
ぎ

～ 

            同市北浜
きたはま

町
ちょう

国道1号北勢
ほくせい

バイパス 21.0 2,353 3,100 1.32
三重郡
み え  

川越町
かわごえちょう

南福崎
みなみふくさき

～ 

           四日市市
よっかいち  

釆女
う ね め

国道1号関
せ き

バ イ パ ス 2.5 10 10 1.00
亀山市
かめやま  

太
たい

岡
こう

寺町
じちょう

～ 

          同市関町
せきちょう

鷲山
わしやま

国道25号名阪
めいはん

国道 

(交通安全関係等を含む) 
56.2 1,021 983 0.96

亀山市
かめやま  

太
たい

岡
こう

寺町
じちょう

～ 

            奈良市
な ら  

針
はり

町
ちょう

国道475号東海
とうかい

環状
かんじょう

自動車道 

（三重県区間） 
23.4 12,751 15,277 1.20

岐阜・三重県境～ 

        四日市
よ っ か い ち

市北山町
きたやまちょう

合計（参考） 107.0 18,798 20,310 1.08 - 

 

 
 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

(百万円)
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国道１号桑名東部拡幅 
 

１．目的 

国道1号桑名
く わ な

東部
と う ぶ

拡幅は、現道の4車線拡幅による渋滞緩和、交通安全確保及び昭和9年(1934年)

架橋で老朽化の著しい伊勢
い せ

大橋の架替を目的に計画された拡幅事業です。 

 

２．概要 

国道1号桑名
く わ な

東部
と う ぶ

拡幅
 

は、桑
くわ

名
な

市長
なが

島
しま

町
ちょう

又
また

木
ぎ

～同市北浜
きたはま

町
ちょう

間の延長3.9㎞の現道拡幅事業で、

平成27年9月に着工式が行われ、伊勢大橋の早期完成に向けて事業推進中です。 

本年度は、伊勢大橋架替関連区間(延長2.1km)について、改良工事、橋梁下部工事及び環境調

査等を推進します。 

  

 

 

 

中堤より揖斐川を望む 桑名市側より名古屋方面を望む 

至 名古屋

←揖斐川

②① ②

主要渋滞箇所 

至 桑名

事業化区間 
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＜凡例＞

桑名東部拡幅

現在の迂回輸送ルート

架け替え後の輸送ルート

伊勢大橋架替区間

高速道路
国道

２０ｔ超過車輌の自由走行不可

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

伊勢大橋は、昭和 9年度（84 年経過）に竣工し、長年の雨水・塩害影響により老朽化が進んでいます。

また、現在の橋は、南海トラフの巨大地震により発生が想定される津波に対して脆弱な状況にあります。

新橋への架替えによって最新の橋梁の基準に基づいて設計することから、耐震性も優れた橋になります。

そのため、地震時の避難経路や緊急輸送路の確保をすることができます。 

災害に強い道路機能の確保

伊勢大橋架替えによる整備効果

鋼材の腐食

桑名市は、国家戦略特区「アジア No.1 航空宇宙産業のクラスター形成特区」の区域指定を受け 

ています。伊勢大橋架け替え整備により、迂回している生産拠点間の輸送時間が短縮され、効率化 

が図られます。 
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１．目的 

国道1号北勢
ほくせい

バイパスは、四日市
よ っ か い ち

市を中心とする北勢地域のバイパスとして、国道1号・23号等

の渋滞緩和、災害に強い道路機能の確保及び地域活性化の支援を目的に計画された道路です。 

 

２．概要 

国道1号北勢
ほくせい

バイパスは、三重郡
み え  

川越町
かわごえちょう

南福崎
みなみふくさき

（国道23号）～四日市
よっかいち

市釆女
う ね め

（国道1号）に

至る延長21.0kmの幹線道路で、現在、みえ川越
かわごえ

IC～三重郡
み え  

朝日町
あさひちょう

小向
お ぶ け

（国道1号）までの延長1.2km

を完成4車線で、三重郡
み え  

朝日町
あさひちょう

小向
お ぶ け

～○市日永
ひ な が

八郷
や さ と

線までの延長7.3kmを暫定2車線で開通しています。

また、平成28年10月には坂部トンネル(仮称)の工事安全祈願祭を開催し、トンネルの本線掘削を

開始するなど、延伸に向けて事業推進中です。 

本年度は、 ○市日永
ひ な が

八郷
や さ と

線～国道477号バイパス間で橋梁下部工事、トンネル工事、用地買収、

環境調査、水文調査及び埋蔵文化財調査等を進めるとともに、国道477号バイパス～四日市
よ っ か い ち

市釆女
う ね め

（国道1号）間では調査設計を推進します。 

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

国道１号北勢バイパス 

 

至 川越

至 鈴鹿

お 

国道 477 号バイパスより川越方面を望む 

①

②

坂部トンネル(仮称)終点側より川越方面を望む 
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H27製造品出荷額等市町村ランキング
全国９位（中部第３位）

順位 市町村 製造品出荷額等

1 豊田市 １４兆１,６６６億円

2 川崎市 ４兆２,８８４億円

3 市原市 ４兆２,１４５億円

4 横浜市 ４兆１,３９４億円

5 倉敷市 ４兆　 １８６億円

6 堺市 ３兆７,４１６億円

7 大阪市 ３兆６,８７０億円

8 名古屋市 ３兆５,４７９億円

9 四日市市 ３兆３,５５９億円

10 神戸市 ３兆１,２５８億円

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業・物流活動を支援 

北勢バイパスの開通により、高速道路から工業団地への一般道利用の時間が大幅に短縮しました。 

沿線企業からも「名古屋方面への利便性が良くなった」、「今後の開通によって、周辺道路の混雑緩 

和に期待している」などの声を頂いています。 

交通輸送時間の短縮 

災害時の減災化に寄与 

四日市市は、国際拠点港湾の四日市港が位置し、製造品出荷額等では全国第 9位（中部第 3位）を 

誇るなど、多様な産業が集積する産業・物流の拠点地域です。北勢バイパスは、四日市港や内陸部・ 

臨海部の産業集積地等を有機的に結び、産業・物流活動を支援します。 

国道1号利用
約23分（17:00～18:00）

北勢バイパス利用

約10分
（17:00～18:00）

国道23号利用
約18分（7:00～8:00）

約4割短縮

約6割短縮

開

通

前

開
通
後

※民間プローブデータより（1日の内、最も速度の遅い時間帯）

（H22.10）

（H24.12）

みえ川越ICから工業団地への所要時間短縮

出典：経済産業省 工業統計調査

 南海トラフ巨大地震による津波浸水において、第 1次緊急輸送道路に指定されている国道 1号・ 

23 号で浸水被害が予測されています。 

北勢バイパスの整備により、第 1次緊急輸送道路が拡充され、防災拠点間の連絡経路が確保されると 

ともに、津波浸水域を迂回した道路啓開ルートが形成されます。 

：北勢バイパス

：高規格幹線道路

：一般国道

：主要地方道

開通区間 未開通

：開通前の経路（1号・23号利用）

：開通後の経路（北勢ﾊﾞｲﾊﾟｽ利用）
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国道１号関バイパス 
 

１．目的 

国道1号関
せき

バイパスは、国道1号の増加する交通量への対応、交通安全の確保を図り、さらには

地域発展の核となるプロジェクトの支援を目的に計画された道路です。 

 

２．概要 

国道1号関
せき

バイパスは、亀
かめ

山
やま

市太
たい

岡
こう

寺
じ

町
ちょう

～同市関町鷲山
せきちょうわしやま

に至る延長2.5㎞のバイパスで、 

平成19年度に名阪
めいはん

国道と直結する接続ランプを開通しています。これにより、国道１号太岡寺
たいこうじ

町
ちょう

交差点の渋滞が緩和されました。 

本年度は、亀
か め

山
や ま

市小
お

野
の

町
ちょう

～同市関町
せきちょう

鷲
わ し

山
や ま

間の関係機関協議を推進します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

①

主要渋滞箇所 

東名阪亀山 IC 周辺の上空から関バイパスを望む 

太岡寺町交差点

小野町西交差点
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0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

H2 H7 H12 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

2.0

0.0

3.0

6.0

9.0

12.0

15.0

H2 H7 H12 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

製
造
品
出
荷
額
等
（
億
円
）

製
造
品
出
荷
額
等
の
伸
び
率

（
対
平
成
15
年
比
）

従
業
者
数
（
千
人
）

従
業
者
数
の
伸
び
率

（
対
平
成
15
年
比
）

亀山市 三重県(伸び率) 亀山市(伸び率)

関バイパス部分開通
（平成19年度）

シャープ等
企業進出が本格化
（平成15年度）

関バイパス部分開通
（平成19年度）

シャープ等
企業進出が本格化
（平成15年度）

亀山・関ﾃｸﾉﾋﾙｽﾞ造成開始
（平成2年度）

亀山・関ﾃｸﾉﾋﾙｽﾞ造成開始
（平成2年度）

■製造品出荷額の推移

■従業者数の推移

出典：工業統計調査（製造品出荷額等、製造業の従業者数）

約８千億円増
約３倍増

約２千人増
約３割増

 

 

 

 

 

 

 

   

平成 19 年度に 2本のランプ（連絡路）が完成したことで交通が分散して渋滞が減少しました。

国道 1号太岡寺町交差点では、朝夕の交通ラッシュ時に最大渋滞長 700ｍ（通過時間 7分）の 

渋滞が発生していましたが、大阪行きランプに交通量の約５割が転換することで、70ｍ（2分 

30 秒）に短縮しました。 

亀山市は中部と近畿を結ぶ交通結節点で、関バイパス沿線地域における工業団地への企業誘

致を促進しています。企業進出が本格化する以前と比較して、製造品出荷額等は約 8千億円(約

3倍)増加し、従業員(雇用)も約 2千人(約 3割)増加しています。関バイパスは、地域経済の成

長や雇用に直結する企業誘致を支援し、持続可能な都市の実現に寄与します。 

沿線地域の産業支援 

バイパス整備により地域環境が良好に
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国道２５号名阪国道 
 

１．目的 

国道25号名阪
めいはん

国道は、三重県亀山
かめやま

市から奈良県天理
て ん り

市までの自動車専用道路であり、東 名
ひがしめい

阪
はん

自動車道、西名
にしめい

阪
はん

自動車道と直結し、国土軸である名神
めいしん

高速道路の代替機能を有する道路

です。 

 

２．概要 

国道25号名阪
めいはん

国道は、三重県亀山
かめやま

市太岡寺町
たいこうじちょう

～奈良県天理
て ん り

市 櫟 本 町
いちのもとちょう

に至る延長約

73.2km(北勢国道事務所管理56.2km、内三重県41.6km) の一般国道の自動車専用道路として建

設され、昭和40年12月に暫定2車線で開通し、昭和55年3月には全線4車線で完成しました。現

在は、増加する交通事故等の課題に対処するため、インターチェンジ改良等の道路構造の改

善を進めるとともに、事前雨量通行規制区間の解除を目指した防災対策や耐震補強及び橋梁

の長寿命化を進めています。 

本年度は、久我
く が

IC･板屋
い た や

IC･上野
う え の

IC改良･伊賀
い が

IC改良を継続し、五月
さ つ き

橋
ばし

IC～針
はり

IC間の改良工

事等を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
路肩が狭いため事故車 

の待避ができない 

6 万台/日（大型車混入率 50%）の交通が流動する名阪国道。

渋滞や事故により生産活動等に大きな損害が発生。 
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インターチェンジ変速車線と本線の合流部での事故対策として、平成 29 年度までに各 IC の逆

走対策が完了しました。本年度は引き続き変速車線の延伸等を進めていきます。 

交通安全対策（ソフト）

逆 走 対 策 

対 策 前 対 策 後

加速車線の延伸

過年度の懇談会の様子

インターチェンジ変速車線と本線の合流部での注意喚起とし 
て、合流車情報板の設置などを進めています。その他、事故抑 
制のため注意喚起の看板設置等を進めています。また、道路利用
者に国道 25 号名阪国道を安全に走行して頂くために「名阪国道
セーフティーマップ」「名阪国道死亡事故全国ワースト１脱出作
戦」を作成し、配布していきます。 

名阪国道の安全走行を考えるため、地域の代表者、道路利用者、

交通・道路管理者、行政による懇談会を平成 18 年度に設置し、 

ご意見を聞きながら交通安全対策（ソフト・ハード）を推進して 

います。 

安全走行を促すパンフ 

 熊本地震などの教訓を踏まえ、緊急輸送道路等の重要な橋

について、今後、大規模地震が発生し、被災した場合におい

ても速やかに機能を回復できるよう、橋脚補強、落橋防止、

支承補強などの耐震補強を実施しています。 

対 策 後対 策 前 

対策例：合流情報板の設置

落橋防止装置支承補強

交通事故の抑制へ向けて

交通安全対策（ハード）

 名阪国道は、開通後 50 年以上が経過しています。また、 

交通量は飛躍的に伸び、大型車も多いため、舗装はひび割れ

やポットホール(穴ぼこ)等が発生し、橋梁・トンネルにおい

ても老朽化が進んでいます。そのため、老朽化した名阪国 

道の長寿命化に向けて、維持補修を実施しています。また、

橋梁の耐震対策などにより災害に強い安心な道路づくりを 

推進しています。 

＜橋梁耐震対策＞ 

傷んだ道路 傷んだ橋

長寿命化・耐震対策 
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１．目的 

国道475号東海
とうかい

環 状
かんじょう

自動車道のうち、「養老
ようろう

～北勢
ほくせい

」区間は、養老
ようろう

山脈に隔てられた岐阜県西濃
せいのう

地域と三重県北勢
ほくせい

地域を直結することで、高速交通ネットワークを形成し、地域開発を支援する

ことを目的とし、「北勢
ほくせい

～四日市
よっかいち

」区間は新名神高速道路と一体となって、三重県北勢
ほくせい

地域の道

路網の形成、交通結節点である四日市
よっかいち

港への集積拡大による活性化、内陸部の適正な開発等を図

ることを目的とした道路です。 

 

２．概要 

国道475号東海
とうかい

環 状
かんじょう

自動車道は、延長約160kmの一般国道の自動車専用道路で、現在、東回り

（豊田
と よ た

東
ひがし

JCT～関
せき

広見
ひ ろ み

IC間）区間の延長75.9㎞と、西回り区間（関
せき

広見
ひ ろ み

IC～新
しん

四日市
よっかいち

JCT間）の

うち大垣
おおがき

西
にし

IC～養老
ようろう

ICまでの延長9.1km、東員
とういん

IC～新四日市
しんよっかいち

JCTまでの延長1.4kmが開通していま

す。 

三重県内では、平成2年度に北勢
ほくせい

IC（仮称）～新名神高速道路に接続する新
しん

四日市
よっかいち

JCT間の延長

14.4kmを事業着手し、平成19年度に岐阜・三重県境～北勢
ほくせい

IC（仮称）間の延長9.0㎞を事業着手し

ており、平成30年度には、大安IC(仮称)～東員ICが開通予定です。平成36年度供用見込み区間の

北勢IC(仮称)～大安IC(仮称)については、財政投融資を活用することで整備を加速し、早期開通

を目指します。 

 

本年度は、以下の事業を推進します。 

 

・大安
だいあん

ＩＣ（仮称）～東員
とういん

ＩＣ間については、改良

工事及び橋梁上部工事等を推進します。 

 

・北勢
ほくせい

ＩＣ（仮称）～大安
だいあん

ＩＣ（仮称）間について

は、関係機関協議を推進します。 

 

・県境～北勢
ほくせい

ＩＣ（仮称）間については、改良工事、

用地買収、環境調査、埋蔵文化財調査及び橋梁設

計等を推進します。 

 

 

 

 

  

   

 

 

国道４７５号東海環状自動車道 

大安 IC(仮称)

至 東員 IC

① 

①

宇賀川より大安 IC(仮称)方面を望む 
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：今回開通区間
：事業区間
：高速道路
：国道
：工業団地（完売）
：最近の進出企業

凡 例

（ ）書きのIC名称は仮称

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

H
9

H
10

H
11

H
12

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

約３倍

東員IC～新四日市JCT

H9工事着手
伊勢湾岸道
H17.3全線開通

出典：工業統計調査

製造品出荷額等 伸び率(対平成9年比)

製
造
品
出
荷
額
等
（
億
円
）

製
造
品
出
荷
額
等
の
伸
び
率

（
対
平
成
9
年
比
）

○いなべ市の工業製造品出荷額等の推移

0

5

10

15

20

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

立
地
企
業
数[

累
計]

東員IC～新四日市JCT
H9工事着手

伊勢湾岸道
H17.3全線開通

※自治体調べ（H27.06時点）による

約４倍

北勢IC～新四日市JCT

※自治体調べによる

開通前 開通後

約19分短縮

開通前 民間プローブデータによる混雑時所要時間

開通後 実走行調査による所要時間（平成28年8月24日）

○いなべ市～四日市港の所要時間

約19分短縮

○いなべ市～名古屋港の所要時間

開通前 開通後

東員IC
利用

桑名東
IC

利用

■所要時間の変化

 

 

 

  

  
    

東海環状自動車道と新名神高速道路の一部区間の同時開通により、いなべ市周辺の産業

集積地から、名古屋港及び四日市港までのアクセスが向上しました。今後の開通により、

更なるアクセス向上が期待されます。 

平成 9 年の工事着手から現在までに、新たな工業団地の立地による開発拡充が確認でき

ました。(企業立地件数は、平成 9 年から約 4 倍)また、沿線地域の工業製造品出荷額が約

3 倍になるなど、今後の開通により、更なる沿線地域の開発拡充と地域の活性化が期待さ

れます。 

○産業集積地の分布と名古屋港・四日市港までのアクセス経路

○沿線地域の工業団地の立地状況 

沿線地域の開発支援 

(北勢 IC)～新四日市 JCT

○いなべ市の立地企業数の推移

○いなべ市の工業製造品出荷額等の推移

物流輸送時間の短縮を支援
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地域防災力向上に向けた取組～信頼に応える地域支援を目指して 

・国土交通省の災害への備え･防災への取組 

国土交通省では、大規模自然災害が発生し、また発生する恐れがある場合に、被災自治体に対

して技術的な支援を円滑かつ迅速に行うことを目的とした「緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯ

ＲＣＥ）を平成 20 年 4 月より設置しています。当事務所職員にも任命された隊員がおり、広域的

な支援に対しても備えています。また、管内自治体で大きな被害が発生した場合、その自治体と

の連携を密接に図るため、リエゾン（情報連絡員）派遣に関する協定を締結し円滑な復旧につな

げています。平常時は訓練、講習等を通じて普段から自治体との連絡体制の強化に努めています。 

 

・リエゾン（情報連絡員）派遣 

災害時に中部地方整備局職員を連絡窓口として自治体に派遣し、中部地方整備局と自治体相

互の情報共有、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥやヘリコプター・照明車・災害対策用機械等の自治体への応

援派遣に係る調整等を行います。 

なお、三重県内の各事務所における担当地域等は下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

その他 

北勢国道事務所が担当する 
各自治体の協定状況 

三重県内の各事務所担当地域 

市町 協定日

伊賀市 H23.7.11

名張市 H23.8.4

いなべ市 H23.8.2

菰野町 H23.11.15

東員町 H23.7.1

川越町 H23.10.20

朝日町 H23.10.26

 



 

                                                                           三重県北勢・伊賀地域の        

安全で円滑な道路交通を目指して 

北勢国道事務所 

- 16 - 

○ 諸元一覧 
路 線 名 1 号 475 号 25 号 

箇 所 名 桑名
くわな

東部
とうぶ

拡幅 北勢
ほくせい

バイパス 関
せき

バイパス 
東海
とうかい

環 状
かんじょう

自動車道
（養老～北勢） 

東海
とうかい

環 状
かんじょう

自動車道 
（北勢～四日市） 

名阪
めいはん

国道 

p 当 事 務 所 

事 業 区 間 

桑
くわ

名
な

市長
なが

島
しま

町
ちょう

又
また

木
ぎ

 ～ 

同市北浜
きたはま

町
ちょう

 

三
み

重
え

郡川
かわ

越
ごえ

町
ちょう

南
みなみ

福
ふく

崎
さき

～

四
よっ

日
か

市
いち

市釆女
う ね め

 

亀
かめ

山
やま

市太
たい

岡
こう

寺町
じちょう

～

同市関町
せきちょう

鷲山
わしやま

 

岐阜
  

三重県境 ～ 

いなべ市北
ほく

勢
せい

町
ちょう

 

いなべ市北 勢 町
ほくせいちょう

 ～ 

四
よっ

日
か

市
いち

市北
きた

山
やま

町
ちょう

 

亀
かめ

山
やま

市太
たい

岡
こう

寺町
じちょう

～ 

奈良市針
はり

町
ちょう

 

延長3.9km 延長21.0km 延長2.5km 延長9.0km 延長14.4km 延長 56.2km 

－ 計画延長約28.4km 計画延長約7.1km
三重県区間延長23.3km 

全線延長約160km 
全線延長 73.2km 

構 造 規 格 

設 計 速 度 

第4種1級 

60km/h 

第3種1級 

80 km/h 

第3種2級 

60km/h 

第1種2級 

100km/h 

第1種3級 

80 km/h 

(一部60 km/h) 

標 準 幅 員 
幅員30m 

4車線 

幅員25m 

4車線 

幅員28m 

4車線 

幅員23.5ｍ 

4車線 

幅員22ｍ 

4 車線 

事 業 着 手 昭和51年度 平成4年度 

昭和49年度 

平成8年度(復活)

平成15年度(延伸)

平成10年度 
(着工準備) 

平成19年度 
(着手) 

平成２年度 昭和 38 年度 

都市計画決定  
昭和26年6月14日 

昭和61年1月31日 

平成2年12月25日 

平成11年8月17日 
（一部変更） 

平成8年11月5日 平成19年４月24日 平成4年1月21日 昭和 39 年度 

工事着手 平成15年度 平成11年度 平成14年度 平成26年度 平成9年度 昭和 39 年度 

開 通 区 間 

 

平成19年12月13日 

宮前町
みやまえちょう

交差点(下り) 

右折レーン2車線化 

 

平成15年3月21日 

川越町
かわごえちょう

南福崎
みなみふくさき

 

～四日市広永
ひろなが

町
ちょう

 

(伊勢湾岸自動車道重複

区間) 

(L=3.6㎞) 

 

平成22年3月28日 

みえ朝日
あ さ ひ

IC 

～○市大矢知
お お や ち

富田
と み た

線 

  （L=1.6km） 

 

平成23年3月26日 

○市大矢知
お お や ち

富田
と み た

線 

 ～○主上海老茂福
か み え び も ち ぶ く

線 

  （L=1.0km） 

 

平成22年3月28日 

○主上海老茂福
か み え び も ち ぶ く

線 

 ～○市垂坂
たるさか

1号線 

  （L=0.9km） 

 

平成27年3月7日 

○市垂坂
たるさか

1号線 

 ～○市日永
ひ な が

八郷
や さ と

線
 

 

  （L=1.4km） 

 

 

平成19年8月23日 

大阪
おおさか

行きランプ 

（オンランプ） 

(L=0.7㎞) 

 

平成20年3月23日 

名古屋
な ご や

行きランプ

（オフランプ） 

(L=0.7㎞) 

 

未開通 

 

平成28年8月11日 

東員IC～ 

新四日市JCT 

完成4車開通 

(L=1.4km) 

 

(名阪国道L=41.6km) 

昭和40年12月 

全
 

 線
 

 

暫定2車開通 

 

昭和 55 年 3月 

全 線 

完成 4車線開通 

 

奈良県内      

（名阪国道L=14.6km）

平成28年4月1日 

奈良国道事務所より 

管理区間変更   

 

平成29年2月18日 

五月
さ つ き

橋
ばし

IC改良完成 

名古屋
な ご や

行きランプ 

（オンランプ） 
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夢を広げるみちづくり、ほくほくネットワーク 

国土交通省中部地方整備局 

北勢国道事務所 
 

 

 

 

 

 

 

 

北勢国道事務所が実施する事業については上記ホームページでもご覧いただけます 
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